
療法名 適応

1 FOLFOX4療法 大腸癌

2 FOLFOX4+BV療法 大腸癌

3 FOLFOX4+VCT療法 大腸癌

4 l-LV+5FU療法 大腸癌

5 ｍFOLFOX6療法 大腸癌

6 mFOLFOX6+BV療法 大腸癌

7 mFOLFOX6+VCT療法 大腸癌

8 FOLFIRI療法　（入院） 大腸癌

9 FOLFIRI療法　（外来） 大腸癌

10 FOLFIRI+BV　(入院） 大腸癌

11 FOLFIRI+BV　(外来） 大腸癌

12 FOLFIRI+VCT　（入院） 大腸癌

13 FOLFIRI+VCT　（外来） 大腸癌

14 IFL療法 大腸癌

15 IFL+BV療法 大腸癌

16 Cetu+CPT11療法 大腸癌

17 XELOX療法 大腸癌

18 XELOX+BV療法 大腸癌

19 VCT療法 大腸癌

20 VCT+CPT11療法 大腸癌

21 IRIS療法 大腸癌

22 IRIS+BV療法 大腸癌

23 SOX療法 大腸癌

24 SOX+BV療法 大腸癌

25 Cetu単独療法 大腸癌

26 FOLFIRI+AFL療法 大腸癌

27 TAS-102(FTD/TPI)+BV療法 大腸癌

28 UFT+LV+BV療法 大腸癌

26 SIRB療法 大腸癌

27 IRIS+VCT療法 大腸癌

大腸癌登録療法



①療法名 FOLFOX4療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、エルプラット、５－FU
④用量

⑤スケジュール

15分
後

135
分後

165
分後

120
分後

120
分後

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム3Ａ等　１０００ｍL
　　 ２２時間持続静注

Day２

①　グラニセトロンバック 1P
　　デカドロン６．６ｍｇ　１５minＩＶ

②　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ

④　５－ＦＵ　４００ｍｇ/ｍ
２
　ＩＶ

　　 生食　５０ｍL　３０min

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム3Ａ等　１０００ｍL
　　 ２２時間持続静注

Day１

①　グラニセトロンバック　１P
　　 デカドロン６．６ｍｇ　１５minＩＶ

②　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ
（エルプラットと並列で）

②　エルプラット　８５ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ
（レボホリナートと並列で)

④　５－ＦＵ　４００ｍｇ/ｍ
２
　ＩＶ

　　 生食　５０ｍL　３０min

５－FU
（持続静注） １２００ｍｇ/ｍ２

２週毎に施行

１クール

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ２

エルプラット ８５ｍｇ/ｍ２

５－FU
（急速静注） ８００ｍｇ/ｍ２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 25ｈｒ165min105min 165min

0 25ｈｒ120min

- 37 -



①療法名 FOLFOX4+BV療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、エルプラット、５－FU、アバスチン

④用量

⑤スケジュール

15分
後

105
分後

225
分後

255
分後

１クール

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム3Ａ等　１０００ｍL
　　 ２２時間持続静注

アバスチンの投与時間は初回認容性良好であれば2回目は60分、3回目は30分に短縮可能。

Day１

①　グラニセトロンバッグ　１P
　　 デカドロン６．６ｍｇ　１５minＩＶ

② アバスチン５ｍｇ/ｋｇ
　　生食　１００ｍL
　　３０～９０min　IV

③　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ
（エルプラットと並列で）

③　エルプラット　８５ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ
（レボホリナートと並列で)

④　５－ＦＵ　４００ｍｇ/ｍ
２
　ＩＶ

　　 生食　５０ｍL　３０min

８００ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（持続静注） １２００ｍｇ/ｍ

２

アバスチン ５ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

エルプラット ８５ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 25ｈｒ225min105min

- 37 -



120
分後

120
分後

Day２

①　グラニセトロンバック　１P
　　デカドロン６．６ｍｇ　１５minＩＶ

②　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ

④　５－ＦＵ　４００ｍｇ/ｍ
２
　ＩＶ

　　 生食　５０ｍL　３０min

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム3Ａ等　１０００ｍL
　　 ２２時間持続静注

0 25ｈｒ120min

- 37 -



①療法名 FOLFOX4+VCT療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤

④用量

⑤スケジュール

15分
後

195
分後

195
分後

④　５－ＦＵ　４００ｍｇ/ｍ
２
　ＤＩＶ

　　 生食　５０ｍL　３０min

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム3Ａ等　１０００ｍL
　　 ２２時間持続静注

ベクティビックスの1回投与量として1000 mgを越える場合は、生食を添加して全量を約150 mL
とし、90分以上かけて点滴静注すること。

Day１

①　グラニセトロンバッグ　１P
　　 デカドロン１V　１５min　ＤＩＶ

②　ベクティビックス６ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍL　６０min　ＤIV
※インラインフィルター（0.2又は0.22ミクロン）を使用すること

75分
後

③-1　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ
２

　　　　５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（エルプラットと並列で）

③-2　エルプラット　８５ｍｇ/ｍ
２

　　　　５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（レボホリナートと並列で)

５－FU（持続静注） １２００ｍｇ/ｍ
２

ベクティビックス ６ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

レボホリナート、エルプラット、５－FU、ベクティビックス

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

エルプラット ８５ｍｇ/ｍ
２

５－FU（急速静注） ８００ｍｇ/ｍ
２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 26ｈｒ195min
225min

75min



120
分後

120
分後

Day２

①　グラニセトロンバッグ　１P
　　 デカドロン１V　１５min　ＤＩＶ

②　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％TZ　２５０ｍＬ　２ｈｒ　ＤＩＶ

③　５－ＦＵ　４００ｍｇ/ｍ
２
　ＤＩＶ

　　 生食　５０ｍL　３０min

④　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム3Ａ等　１０００ｍL
　　 ２２時間持続静注

0 25ｈｒ120min



①療法名 ｌ－ＬＶ＋５ＦＵ療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、５－ＦＵ

④用量

⑤スケジュール

側管ルート

60分
後

①　レボホリナート　２５０ｍｇ/ｍ
２

　　 ＫＮ３号　２００ｍＬ
　　 １２０min　IV

②　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 生食　１００ｍL
　　 ３０min　IV

レボホリナート ２５０ｍｇ/ｍ
２

５-ＦＵ ６００ｍｇ/ｍ
２

週1回　6週連続２週休薬

１クール

（週）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

60min0



①療法名 ｍFOLFOX６療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、エルプラット、５－FU

④用量

⑤スケジュール

225
分後

④　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５０ｍL
　（全開で）

④終
了後

⑤　５－FU　２４００ｍｇ/ｍ
２　

+生食適量
（全量を９６ｍＬとする）
インフューザーポンプ（２ｍL/hr）使用
46時間を目標に持続

②カイトリル　１P
　デカドロン　６．６ｍｇ
IV　１５min

③-1　レボホリナート　２００ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　１２０min　IV（エルプラットと並列で）

15分
後

③-2　エルプラット　８５ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　１２０min　IV（レボホリナートと並列で）

５－FU
（持続静注） ２４００ｍｇ/ｍ

２

２週毎に施行

１クール

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

エルプラット ８５ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注） ４００ｍｇ/ｍ

２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 48ｈｒ135min



①療法名 ｍFOLFOX６+BV療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、エルプラット、５－FU

④用量

エルプラット

⑤スケジュール

225

④　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　 　生食　５０ｍL
　（全開で）

④終
了後

⑤　５－FU　２４００ｍｇ/ｍ
２　

+生食適量
　　 （全量を９６ｍＬとする）
　　 インフューザーポンプ（２ｍL/hr）使用
　　 46時間を目標に持続

アバスチンの投与時間は初回認容性良好であれば2回目は60分、3回目は30分に短縮可能。

①　カイトリル又はアロキシバッグ　１P
　 　デカドロン　６．６mg
　 　IV　１５min

15分
後

②　アバスチン５ｍｇ/ｋｇ
　 　生食　１００ｍL
　 　３０～９０min　IV

105
分後

③-1　レボホリナート　２００ｍｇ/ｍ
２

　　　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　2hr（エルプラットと並列で）

③-2　エルプラット　８５ｍｇ/ｍ
２

　　　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　2hr（レボホリナートと並列で）

アバスチン ５ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

８５ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注） ４００ｍｇ/ｍ

２

５－FU
（持続静注） ２４００ｍｇ/ｍ

２

15min0 48ｈｒ105min 225min

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）



①療法名 ｍFOLFOX６+ＶＣＴ療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤

④用量 ２００ｍｇ/ｍ
２

エルプラット ８５ｍｇ/ｍ
２

４００ｍｇ/ｍ
２

２４００ｍｇ/ｍ
２

６ｍｇ/ｋｇ

⑤スケジュール

15分
後

75分
後

ベクティビックスの1回投与量として1000 mgを越える場合は、生食を添加して全量を約150 mL
とし、90分以上かけて点滴静注すること。

90分
後

④-1　レボホリナート　２００ｍｇ/ｍ
２

　　    ５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（エルプラットと並列で）

④-2　エルプラット　８５ｍｇ/ｍ
２

　　　　５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（レボホリナートと並列で）

210
分後

⑤　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　　 生食　５０ｍL　（全開で）

⑤終
了後

⑥　５－FU　２４００ｍｇ/ｍ
２　

+生食適量
　　（全量を９６ｍＬとする）
　 　インフューザーポンプ（２ｍL/hr）使用
　 　46時間を目標に持続点滴

１クール

①　カイトリル又はアロキシバッグ　１P
　　 デカドロン　１V　15min　ＤＩＶ

②　ベクティビックス６ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍL　６０min　ＤIV
※インラインフィルター（0.2又は0.22ミクロン）を使用すること

③　生食　100mL　15min　DIV

レボホリナート、エルプラット、５－FU、ベクティビックス

レボホリナート

５－FU
（急速静注）
５－FU
（持続静注）
ベクティビックス

２週毎に施行

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

75min0 48ｈｒ90min 210min15min



①療法名 FOLFIRI療法（入院）

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、イリノテカン、５－FU

④用量

⑤スケジュール

15分
後

135
分後

135
分後

⑨と
同時

⑧　５－FU　６００ｍｇ/ｍ２

　　 ソルデム３Ａ等　１０００mL
　　 ２２時間持続静注

⑥　カイトリル又はアロキシバッグ　１P
　 　デカドロン　６．６mg
　 　IV　１５min

⑦　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ２

　 　５％TZ　５００ｍL
　　 DIV　2hr（⑥と同時に）

120
分後

⑨　５－FU　４００ｍｇ/ｍ２

　 　生食等　５０ｍL
　 　ＤＩＶ　３０ｍｉｎ

① グラニセトロンバッグ　１P
　　デカドロン　６．６mg　１５min　ＩＶ

②　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ２

　　５％TZ　２５０ｍＬ　１２０ｍｉｎ　ＤＩＶ
　  （トポテシンと並列で）

③ イリノテカン　１５０ｍｇ/ｍ２

　　５％TZ　２５０ｍＬ　１２０min　ＤＩＶ
　　（レボホリナートと並列で)

④　５－ＦＵ　４００ｍｇ/ｍ２　ＩＶ
　 　生食等　５０ｍL　全開で

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ２

　　 ソルデム３Ａ等　１０００mL
　　 22時間持続

Day2

５－FU
（持続静注） １２００ｍｇ/ｍ２

２週毎に施行

１クール

Day1

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ２

イリノテカン １５０ｍｇ/ｍ２

５－FU
（急速静注） ８００ｍｇ/ｍ２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 135min

0
120min



1 2 3 4 5 6 7 8 (週)

↑ ↑ ↑ ↑

②-1　レボホリナート　200mg/㎡
　 　　　5％糖液　　　　  250mL
  　　　 IV　120min

②-2　イリノテカン　150mg/㎡
　 　　　5％糖液　　　　  250mL
  　 　　IV　120min

③　5-FU　400mg/㎡
　 　生食　50mL
　　IV　全開

④　5-FU　2400ｍｇ/㎡
　　生食　全量を96mLに調製
　　IV　46Hr　※インフューザーポンプ使用

④スケジュール 2週間1クール

5-FU(持続)　2400ｍg/㎡

5-FU(急速)　400ｍg/㎡

⑤レジメン詳細

①　パロノセトロン　0.75mg
　 　デキサート　　　6.6mg
  　 IV　15min

①療法名 FOLFIRI療法

イリノテカン　150ｍg/㎡
③使用薬剤と用量

②適応 大腸癌

レボホリナート　200ｍg/㎡



①療法名 FOLFIRI+BV療法（入院）

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、イリノテカン、５－FU、アバスチン

④用量

⑤スケジュール

④と
同時

⑨と
同時

120
分後

⑨　５－FU　４００ｍｇ/ｍ２

　　５％ＴＺ　５０ｍL
　　ＤＩＶ　３０ｍｉｎ

⑧　５－FU　６００ｍｇ/ｍ２

　　ソルデム３Ａ　１０００mL
　　２２時間持続静注

アバスチンの投与時間は初回認容性良好であれば2回目は60分、3回目は30分に短縮可能。

Day2

⑥　グラニセトロンバッグ　１P
　 　デカドロン　６．６mg
　 　IV　１５min

⑦　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ２

　　５％TZ　５００ｍL
　　DIV　2hr（⑥と同時に）

105
分後

③-1　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　2hr（イリノテカンと並列で）

③-2　イリノテカン　１５０ｍｇ/ｍ２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　９０min（レボホリナートと並列で）

225
分後

④　５－FU　４００ｍｇ/ｍ２

　　５％ＴＺ　５０ｍL
　　ＤＩＶ　３０ｍｉｎ

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ２

　　ソルデム３Ａ　１０００mL
　　２２時間持続静注

Day1

①グラニセトロン又はアロキシバッグ　１P
　 デカドロン　６．６mg
　 IV　１５min

15分
後

②アバスチン５ｍｇ/ｋｇ
 　生食　１００ｍL
　 ３０～９０min　IV

５－FU
（持続静注） １２００ｍｇ/ｍ

２

アバスチン ５ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

イリノテカン １５０ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注） ８００ｍｇ/ｍ

２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 225min105min

0
120min



①療法名 FOLFIRI+BV療法（外来）

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、イリノテカン、５－FU、アバスチン

④用量

⑤スケジュール

225
分後

④　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５０ｍL
　（全開で）

④終
了後

⑤　５－FU　２４００ｍｇ/ｍ
２　

+生食適量
（全量を９６ｍＬとする）
インフューザーポンプ（２ｍL/hr）使用
46時間を目標に持続

アバスチンの投与時間は初回認容性良好であれば2回目は60分、3回目は30分に短縮可能。

①グラニセトロン又はアロキシバッグ　１P
　 デカドロン　６．６mg
　 IV　１５min

15分
後

②アバスチン５ｍｇ/ｋｇ
 　生食　１００ｍL
　 ３０～９０min　IV

105分
後

③-1　レボホリナート　２００ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　2hr（イリノテカンと並列で）

③-2　イリノテカン　１５０ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　2hr（レボホリナートと並列で）

５－FU
（持続静注） ２４００ｍｇ/ｍ

２

アバスチン ５ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

イリノテカン １５０ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注） ４００ｍｇ/ｍ

２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 225min105min





①療法名 FOLFIRI+ＶＣＴ療法（入院）

②適応 大腸癌

③使用薬剤

④用量

⑤スケジュール

⑨と
同時

⑧　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム３Ａ　１０００mL
　　 22時間持続静注

⑥　グラニセトロンバッグ　１P
　 　デカドロン　６．６mg
　 　IV　１５min

⑦　レボホリナート　１００ｍｇ/ｍ
２

　 　５％TZ　５００ｍL
　 　DIV　2hr（⑥と同時に）

120
分後

⑨　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％ＴＺ　５０ｍL
　 　DIV　３０ｍｉｎ

195
分後

④　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　　 ５％ＴＺ等　５０ｍL　（全開で）

④と
同時

⑤　５－FU　６００ｍｇ/ｍ
２

　　 ソルデム3Ａ等　１０００mL
　　 22時間持続静注

ベクティビックスの1回投与量として1000 mgを越える場合は、生食を添加して全量を約150 mL
とし、90分以上かけて点滴静注すること。

Day2

Day1

①  グラニセトロンバッグ　１P
　  デカドロン　１V　１５min　ＤＩＶ

15分
後

② ベクティビックス６ｍｇ/ｋｇ
　　生食　１００ｍL　６０min　ＤIV
※インラインフィルター（0.2又は0.22ミクロン）を使用すること

75分
後

③-1　レボホリナート　1００ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（イリノテカンと並列で）

③-2　イリノテカン　１５０ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（レボホリナートと並列で）

５－FU
（持続静注） １２００ｍｇ/ｍ

２

ベクティビックス ６ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

レボホリナート、イリノテカン、５－FU、ベクティビックス

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

イリノテカン １５０ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注） ８００ｍｇ/ｍ

２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 195min75min

0
120min



①療法名 FOLFIRI+ＶＣＴ療法（外来）

②適応 大腸癌

③使用薬剤

④用量

⑤スケジュール

195
分後

④　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５０ｍL　（全開で）

④終
了後

⑤　５－FU　２４００ｍｇ/ｍ
２　

+生食適量
　　（全量を９６ｍＬとする）
　　インフューザーポンプ（２ｍL/hr）使用
　　46時間を目標に持続点滴

ベクティビックスの1回投与量として1000 mgを越える場合は、生食を添加して全量を約150 mL
とし、90分以上かけて点滴静注すること。

①　グラニセトロン又はアロキシバッグ　１
P
　　 デカドロン　１V　１５min　ＤＩＶ

15分
後

②　ベクティビックス６ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍL　６０min　ＤIV
※インラインフィルター（0.2又は0.22ミクロン）を使用すること

75分
後

③-1　レボホリナート　２００ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（イリノテカンと並列で）

③-2　イリノテカン　１５０ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（レボホリナートと並列で）

５－FU
（持続静注） ２４００ｍｇ/ｍ

２

ベクティビックス ６ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

レボホリナート、イリノテカン、５－FU、ベクティビックス

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

イリノテカン １５０ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注） ４００ｍｇ/ｍ

２

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 195min75min



①療法名 IFL療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、５－ＦＵ、イリノテカン

④用量

⑤スケジュール

IFL投与

（イリノテカン、５－FU、レボホリナート）

90分
後

②終
了後

4週連続投与2週休薬で1クール

１クール

①　イリノテカン　１２５ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍＬ　90min　ＩＶ

②　５－ＦＵ　５００ｍｇ/ｍ
２
　ＩＶ

　　生食　５０ｍL　急速静注

③　レボホリナート　２０ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５０ｍＬ　急速静注

レボホリナート ２０ｍｇ/ｍ
２

５－FU ５００ｍｇ/ｍ
２

イリノテカン １２５ｍｇ/ｍ
２

（週）1 2 3 4 5 6 7 8 9

90min0



①療法名 IFL+BV療法

②診療科名 大腸癌

③使用薬剤 レボホリナート、５－ＦＵ、イリノテカン、アバスチン

④用量

⑤スケジュール

IFL投与 アバスチン投与

（イリノテカン、５－FU、レボホリナート）

90分
後

②終
了後

③終
了後

③　レボホリナート　２０ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５０ｍＬ　急速静注

④アバスチン５ｍｇ/ｋｇ
　生食　１００ｍL
９０min　IV

アバスチン ５ｍｇ/ｋｇ

IFL：4週投薬２週休薬、BＶ：隔週投薬　6週で1クール

１クール

①　イリノテカン　１２５ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍＬ　90min　ＩＶ

②　５－ＦＵ　５００ｍｇ/ｍ
２
　ＩＶ

　　生食　５０ｍL　急速静注

レボホリナート ２０ｍｇ/ｍ
２

５－FU ５００ｍｇ/ｍ
２

イリノテカン １２５ｍｇ/ｍ
２

（週）1 2 3 4 5 6 7 8 9

90min0



①療法名 アービタックス+CPT11療法
②適応 大腸癌
③使用薬剤 アービタックス、CPT11
④用量

⑤スケジュール

(1)

(2)

(3)
レスタミン錠１０ｍｇ　５T　P.O
デカドロン注　６．６ｍｇ
生食　５０ｍL
IV　１５min

15分
後

生食　１００ｍL
IV　30min

45分
後

アービタックス　２５０ｍｇ/ｍ２

生食　２５０mL
IV　60min

105
分後

生食　１００ｍL
IV　60min

105
分後

生食　１００ｍL
IV　60min

165
分後

イリノテカン　１００ｍｇ/ｍ２

生食　５００ｍL
IV　９０min

255
分後

生食　１００ｍL全開で

315
分後

生食　１００ｍL全開で

レスタミン錠１０ｍｇ　５T　P.O
グラニセトロンバック　１P
デカドロン注　６．６ｍｇ
IV　１５min

15分
後

生食　１００ｍL
IV　30min

45分
後

アービタックス　２５０ｍｇ/ｍ２

生食　２５０mL
IV　60min

45分
後

アービタックス　４００ｍｇ/ｍ２

生食　５００mL
IV　120min

165
分後

生食　２５０ｍL
IV　60min

225
分後

イリノテカン　１００ｍｇ/ｍ２

生食　５００ｍL
IV　９０min

レスタミン錠１０ｍｇ　５T　P.O
グラニセトロン又はアロキシバック　１P
デカドロン注　６．６ｍｇ
IV　１５min

15分
後

生食　１００ｍL
IV　30min

１サイクル目
初回投与

2サイクル目以降
1クール

アービタックス
初回のDAY１　４００ｍｇ/ｍ２

以降２５０ｍｇ/ｍ２

イリノテカン １００ｍｇ/ｍ２

週１回、４回で１クール

（週）1 2 3 4 5 6 7 89 10 11 12 13 14 15 16 17

(1) (2) (2) (3) (2) (2) (2) (3) (2) (2) (2) (3)

150 16545 225 315 (min)

(min)150 16545 105 255

150 45 105 (min)



①療法名 XELOX療法
②適応 大腸癌
③使用薬剤 ゼローダ、エルプラット
④用量

エルプラット

⑤用法

⑥スケジュール

15
分後

②　エルプラット　１３０ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　2hr

・点滴終了後　夕食後より　セローダ　２０００ｍｇ/ｍ２　/２×N/１４日　服用開始。

１クール

①グラニセトロン又はアロキシバッグ　１
P
　 デカドロン　６．６mg

ゼローダ ２０００ｍｇ/ｍ
２
/日

１３０ｍｇ/ｍ
２

ゼローダ：分２（ＰＯ）点滴当日夕食後から服用開
始
（2週間）

３週毎に施行

ゼローダ 1週休薬 ゼローダ 1週休薬 ゼローダ

0 15min

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）



①療法名 XELOX+BV療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 ゼローダ、アバスチン、エルプラット

④用量

エルプラット

⑤用法

⑥スケジュール

105
分後

③　エルプラット　１３０ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL
　　DIV　2hr

・アバスチンの投与時間は初回認容性良好であれば2回目は60分、3回目は30分に短
縮可能。

・点滴終了後　夕食後より　セローダ　２０００ｍｇ/ｍ２　/２×N/１４日　服用開始。

１クール

①グラニセトロン又はアロキシバッグ　１P
　 デカドロン　６．６mg
　 IV　１５min

15分
後

②アバスチン７．５ｍｇ/ｋｇ
　 生食　１００ｍL
　 ３０～９０min　IV

３週毎に施行

ゼローダ 1週休薬 ゼローダ 1週休薬 ゼローダ

ゼローダ ２０００ｍｇ/ｍ
２
/日

１３０ｍｇ/ｍ
２

アバスチン ７．５ｍｇ/ｋｇ

ゼローダ：分２（ＰＯ）　点滴当日夕食後から服用開始
（2週間）

15min0 105min

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）



①療法名 VCT単独療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 ベクティビックス

④用量

⑤スケジュール

60分
後

ベクティビックスの1回投与量として1000 mgを越える場合は、生食を添加して全量を約150 mL
とし、90分以上かけて点滴静注すること。

ベクティビックス ６ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

①　ベクティビックス６ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍL　６０min　ＤIV
※インラインフィルター（0.2又は0.22ミクロン）を使用すること

②　生食　１００ｍＬ　６０min　ＤＩＶ
※※

全身状態（Infusion reaction）の
　　観察のため

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

60min0



①療法名 VCT+CPT-11療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 ベクティビックス、イリノテカン

④用量

⑤スケジュール

(1)

①グラニセトロン又はアロキシバッグ　１P
   デカドロン6.6ｍｇ　1V
   15min　IV

15
分後

②ベクティビックス　6ｍｇ/ｋｇ
　生食　1００mL　DIV　60min
※インラインフィルター（0.2又は0.22ミクロン）を使用すること

75
分後

③イリノテカン　１5０ｍｇ/ｍ
２

　生食　500ｍL　DIV　９０min

ベクティビックスの1回投与量として1000 mgを越える場合は、生食を添加して全量を約150 mL
とし、90分以上かけて点滴静注すること。

ベクティビックス 6ｍｇ/ｋｇ

イリノテカン １5０ｍｇ/ｍ
２

2週１回

（週）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

0 7515 (min)



①療法名 ＩＲＩＳ療法
②適応 大腸癌

③使用薬剤 ＴＳ－１（２０・２５）、イリノテカン

④用量

⑤用法 ＴＳ－１：分２（ＰＯ）
⑥スケジュール

15分
後

１４日投薬 １４日休薬 １４日投薬 １４日休薬

１クール １クール

Day 1,15

①　グラニセトロンバック
　　またはアロキシバッグ　１P
　　デカドロン６．６ｍｇ
　　１５min　IV

②　イリノテカン　１２５ｍｇ/ｍ２

　　生食　５００ｍL
　　９０min　IV

ＴＳ-１ ４０～６０ｍｇ/回

イリノテカン １２５ｍｇ/ｍ２

ＴＳ-1：2週投薬2週休薬　イリノテカン：2週毎　4週で1クール
8 15 22 29 36 43 500 （日）

CPT-11 CPT-11 CPT-11 CPT-11

0 15min 105min



①療法名 ＩＲＩＳ+ＢＶ療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 ＴＳ－１（２０・２５）、イリノテカン、アバスチン

④用量

⑤用法 ＴＳ－１：分２（ＰＯ）
⑥スケジュール

15分
後

105分
後

Day 1,15

①　グラニセトロンバック
　　またはアロキシバッグ　１P
　　デカドロン６．６ｍｇ
　　１５min　IV

＊注１　初回９０分。問題がなければ、
　　　　　２回目６０分、３回目３０分。

②　アバスチン　５ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍＬ
　　９０min　IV　＊注１

③　イリノテカン　１00ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５００ｍL
　　９０min　IV

ＴＳ-1：2週投薬2週休薬　イリノテカン：2週毎　4週で1クール

１４日投薬 １４日休薬 １４日投薬 １４日休薬

１クール １クール

アバスチン ５ｍｇ/ｋｇ

ＴＳ-１ ４０～６０ｍｇ/回

イリノテカン １００ｍｇ/ｍ
２

8 15 22 29 36 43 500 （日）

CPT-11+ＢＶ CPT-11+ＢＶ CPT-11+ＢＶ CPT-11+ＢＶ

0 15min 105min



①療法名 SOX療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤

④用量

⑤用法

⑥スケジュール

Day1

15分
後

デカドロン錠０．５ｍｇ　１６錠／２×朝昼　

１４日間投与７日間休薬(Day1の夕食後より開始

3週毎に投与

１クール

① アロキシまたはグラニセトロン１P
　　デカドロン　１P
　　１５min　ＩＶ

②　エルプラット　１3０ｍｇ/ｍ
２

　 　５％TZ　２５０ｍL
 　　１２０min IV

Day2,3 

ＴＳ－１（２０・２５）、エルプラット

ＴＳ-１ 80～120ｍｇ/day

エルプラット 130ｍｇ/ｍ
２

ＴＳ－１：分２（ＰＯ）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 （週）

15min0



①療法名 SOX+ＢＶ療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 ＴＳ－１（２０・２５）、エルプラット、アバスチン

④用量

⑤用法 ＴＳ－１：分２（ＰＯ）

１４日間投与７日間休薬(Day1の夕食後より開始）

⑥スケジュール

Day1

15分
後

105
分後

デカドロン錠０．５ｍｇ　１６錠／２×朝昼　

① アロキシまたはグラニセトロン１P
    デカドロン1V　１５min DIV

3週毎に投与

１クール

②アバスチン７．５ｍｇ/ｋｇ
　　生食１００ｍｌ　９０min DIV ＊注１

③ エルプラット　１3０ｍｇ/ｍ
２

　  ５％TZ　２５０ｍL
 　 １２０min IV

Day2,3 

＊注１　初回９０分。問題がなければ、
　　　　　２回目６０分、３回目３０分。

ＴＳ-１ 80～120ｍｇ/day

エルプラット 130ｍｇ/ｍ
２

アバスチン 7.5ｍｇ/ｋｇ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 （週）

15min0 105min



①療法名 Cetu単独療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 アービタックス

④用量

⑤スケジュール

(1)

(２)

生食　１００ｍＬ　６０min　ＤＩＶ
※※

全身状態（Infusion reaction）の
　　観察のため

１5分
後

アービタックス　２５０ｍｇ/ｍ
２

生食　２５０mL
DIV　６0min

７５
分後

１クール

ポララミン注　５ｍｇ
DIV

生食　１００ｍL
デカドロン注　６．６ｍｇ
DIV　１５min

アービタックス　４００ｍｇ/ｍ
２

生食　５００mL
DIV　120min

※※
全身状態（Infusion reaction）の

　　観察のため
135

分後

生食　１００ｍＬ　６０min　ＤＩＶ

生食　１００ｍL
デカドロン注　６．６ｍｇ
DIV　１５min

アービタックス
初回のDAY１　４００ｍｇ/ｍ

２

以降２５０ｍｇ/ｍ
２

1週間毎

ポララミン注　５ｍｇ
DIV

１5分
後

150 1３5 195 (min)

150 ７５ 135 (min)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

（１） （２） （２） （２） （２） （２） （２） （２） （２）



①療法名 FOLFIRI+AFL療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤

④用量

⑤スケジュール

５－FU
（持続静注） ２４００ｍｇ/ｍ

２

レボホリナート、イリノテカン、５－FU、ザルトラップ

レボホリナート ２００ｍｇ/ｍ
２

イリノテカン １５０ｍｇ/ｍ
２

５－FU
（急速静注） ４００ｍｇ/ｍ

２

ザルトラップ 4ｍｇ/ｋｇ

２週毎に施行

１クール

195
分後

④　５－FU　４００ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５０ｍL　（全開で）

①　グラニセトロン又はアロキシバッグ　１P
　　 デカドロン　１V　１５min　ＤＩＶ

④終
了後

⑤　５－FU　２４００ｍｇ/ｍ
２　

+生食適量
　　（全量を９６ｍＬとする）
　　インフューザーポンプ（２ｍL/hr）使用
　　46時間を目標に持続点滴

15分
後

②　ザルトラップ4ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍL　６０min　ＤIV
※インラインフィルター（0.2ミクロン）を使用すること

75分
後

③-1　レボホリナート　２００ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（イリノテカンと並列で）

③-2　イリノテカン　１５０ｍｇ/ｍ
２

　　５％TZ　２５０ｍL　２ｈｒ　ＤＩＶ
　　（レボホリナートと並列で）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （週）

15min0 195min75min



①療法名 TAS-102(FTD/TPI)+ＢＶ療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 ロンサーフ、アバスチン

④用量

⑤用法 ロンサーフ：分２（ＰＯ）

⑥スケジュール

Day1,15

ロンサーフ 70ｍｇ/ｍ
２

アバスチン 5ｍｇ/ｋｇ

＊注１　初回９０分。問題がなければ、
　　　　　２回目６０分、３回目３０分。

Day1～Day5内服、Day6、7休薬、

Day8～Day12内服、Day13～28休薬

１クール 2クール 3クール

2週毎に投与

①アバスチン５ｍｇ/ｋｇ
　　生食１００ｍｌ　９０min DIV ＊注１

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 （週）

0



①療法名 UFT+LV+ＢＶ療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 UFT、ユーゼル、アバスチン

④用量

⑤用法 UFT、ユーゼル：分３（ＰＯ）

⑥スケジュール

UFT/LV ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Day1,15

UFT 300ｍｇ/ｍ２/day

アバスチン 5ｍｇ/ｋｇ

LV 75ｍｇ/day

Day1夕～Day22昼内服、Day22夕～Day29昼休薬

4週毎に投与

１クール 2クール 3クール

①アバスチン５ｍｇ/ｋｇ
　　生食１００ｍｌ　９０min DIV ＊注１

＊注１　初回９０分。問題がなければ、
　　　　　２回目６０分、３回目３０分。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 （週）

0 90

① ① ① ① ① ①





①療法名 SIRB療法
②適応 大腸癌

③使用薬剤 ＴＳ－１（２０・２５）、イリノテカン、アバスチン

④用量

⑤用法 ＴＳ－１：分２（ＰＯ）
⑥スケジュール

15分
後

105分
後

２クール

アバスチン ７．５ｍｇ/ｋｇ

ＴＳ-１ ４０～６０ｍｇ/回

イリノテカン

Day 1

１５０ｍｇ/ｍ２

１４日投薬 １４日投薬

３クール

①　グラニセトロンバック　１P
　　 デカドロン６．６ｍｇ
　　 １５min　IV

＊注１　初回９０分。問題がなければ、
　　　　　２回目６０分、３回目３０分。

③　イリノテカン　１50ｍｇ/ｍ２

　　生食　５００ｍL
　　９０min　IV

②　アバスチン　7.5ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍＬ
　　９０min　IV　＊注１

ＴＳ-1：2週投薬１週休薬、イリノテカン、アバスチン3週毎に投与　３週で1クール

７日休薬 １４日投薬 ７日休薬

１クール

７日休薬

8 15 22 29 36 43 500 （日）

CPT-11+ＢＶ CPT-11+ＢＶ

0 15min 105min

CPT-11+ＢＶ

57

CPT-11+ＢＶ



①療法名 ＩＲＩＳ+ＶCT療法

②適応 大腸癌

③使用薬剤 ＴＳ－１（２０・２５）、イリノテカン、ベクティビックス

④用量

⑤用法 ＴＳ－１：分２（ＰＯ）
⑥スケジュール

15分
後

75分
後

②　ベクティビックス　6ｍｇ/ｋｇ
　　 生食　１００ｍＬ　　6０min　IV
※インラインフィルター(0.2または0.22ミクロン)を使用する
こと

Day 1,15

①　グラニセトロンバック
　　またはアロキシバッグ　１P
　　デカドロン６．６ｍｇ
　　１５min　IV

③　イリノテカン　１00ｍｇ/ｍ
２

　　生食　５００ｍL
　　９０min　IV

ＴＳ-1：2週投薬2週休薬　ベクティビックス・イリノテカン：2週毎　4週で1ク

１４日投薬 １４日休薬 １４日投薬 １４日休薬

１クール １クール

ベクティビックス 6ｍｇ/ｋｇ

ＴＳ-１ ４０～６０ｍｇ/回

イリノテカン １００ｍｇ/ｍ
２

8 15 22 29 36 43 500 （日）

CPT-11+ＶCT

0 15min 75min

CPT-11+ＶCT CPT-11+ＶCTCPT-11+ＶCT


